
◎
平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
額
は
、

１
万
６
３
４
０
円
／
月
で
す
。

　

役
場
お
よ
び
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

のですが、経済力がないために決心がつきま
せん。」

【相談事例３】 夫に殴られ、私は不眠に、子ども
は精神的に不安定に

　「夫は私に物を投げつける等の暴力を振るい
ます。時間がたつと、二度と暴力は振るわない
と約束しますが、再び暴力を振るいます。子ど
もはこの状況を見ているためか、精神的に不安
定です。離婚を口にすると暴力を振るわれま
す。私はストレスのため、不眠になってしまい
ました。」
　

　「配偶者からの暴力」「夫婦･親子･嫁姑など親
族間の対人関係」「近所･職場などの対人関係」

「結婚･離婚･異性間のこと」など、“身近な人に
は言えない悩み”はありませんか。
　村民相談室では、日常生活の中にある、さま
ざまな悩みや不安についての相談を受け付けて
います。女性相談員があなたの悩みや問題を
じっくりとお聞きし、問題整理のお手伝いをし
ますので、お気軽にご相談ください。

【相談事例１】 仕事ばかりで、家庭を顧みない夫
　「夫は仕事のことばかりで、子育てに関心を
示さず、私は家事･育児に追われています。夫は、
自分の趣味にお金を使い、わずかな生活費しか
もらえません。夫とは話し合いができず、将来
に不安を抱えています。」

【相談事例２】 多額の借金があり、酒を飲むと暴
言を吐く夫

　「夫は賭け事が好きで多額の借金があり、家
で酒を飲むと私に暴言を吐きます。離婚したい

国
民
年
金

だ

よ

り

特
例
制
度
の
利
用
と

免
除
申
請
に
つ
い
て

■
退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
制
度

　

厚
生
年
金･

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
20
歳
以
上
60
歳

未
満
で
退
職（
失
業
）す
る
と
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に

な
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、
特
例
免
除
申
請
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶

者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
さ
れ
た
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
の
保
険
料
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の

納
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
学
生
納
付
特
例
制
度
）。

　

申
請
を
希
望
す
る
方
は
、有
効
期
限
の
記
載
の
あ
る
学
生
証（
写

し
）、
ま
た
は
在
学
証
明
書(

原
本)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
過
去
の
分
の
免
除
申
請

　

申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
戸
北
年
金
事
務
所（
☎
231
局
２
２
８
３
）、
住
民
課
保
険
年
金

担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

ご相談は

村民相談室（☎287-0863）へ！
相談日▼月･水･金曜日（祝日を除く）
時 間 ▼午前９時～午後４時（予約可）
その他▼▽匿名での相談が可能です。▽秘密

は厳守されます。

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー 女性相談員による「電話･面接相談」を行っています。

お気軽にお問い合わせください！

【問い合わせ】村民相談室（☎287-0863）
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